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「第5回 岩原川エリアの未来を考えるワークショップ」を開催しました！
水道管の塗り替え工事完了！
橋の工事が始まります！
「多自然川づくり実験」が始まりました！
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水道管の塗り替え工事完了！

「多自然川づくり実験」が始まりました！

●周囲に馴染む色彩に！

　大和橋付近の水道管塗り替え工事が１月下旬に

完了しました。当初計画ではツヤのある緑色で塗

り直す予定でしたが、ワークショップで出された

「目立たないようにして欲しい」というアイデアを

参考に、関係課で協議を行い、周囲に馴染むツヤ

なしのグレー系塗料で塗り替えました。以前より

良くなった！というお声も頂戴しました。

●エビやカニのいる岩原川本来の姿を目指して！

　平成 26 年 3 月 15 日（土）に、岩原川の中に実

験用の石堰を設置しました。これは、岩原川を少

しでも自然に戻すための実験です。堰を置くこと

で川底に土砂が溜まり、そこに生物が戻ってくる

ことが期待されます。生物が戻ってくると、水質

が浄化されたり、川らしい風景になったり、子供

の環境教育の場になったりと、良い効果がありま

す。今回は２大学の協力を得て、それぞれが提案

する方法で堰を設置しています。下流側（バッティ

ングセンター側）は長崎大学、上流側は九州大学

のアイデアです。どこまで変化するか注目です！

橋の工事が始まります！

●安全で快適な橋に！

　老朽化により架け替えを行う予定となっている

五島町２号橋の工事請負業者が決定し、ゴールデ

ンウィーク明けにも着工できる見通しとなりまし

た。工期は平成 26 年９月 30 日まで。工事期間中

は橋の通行ができなくなるなどの交通規制が行わ

れます。地域の皆さまにはご迷惑をおかけします

が、ご理解のほどよろしくお願いいたします。
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●第 5 回はどんなことをしたの？

　前回頂いた、河川と道路の設計案に対するご意

見を参考に修正した設計案を確認して頂きました。

また、整備後のまちづくりについてグループワー

クを行いました。岩原川エリアみらい計画の基本

方針である「安全で快適な公共空間」「賑わいのあ

る通り」「エリア周辺との繋がりの強化」３つの観

点から沢山のアイデアを頂きました！

●整備後のまちづくりのアイデア（一例）

①安全で快適な公共空間…さるくの拠点に、地域

の人が花壇づくり、街路灯や休み石の設置など

②賑わいのある通り…朝市の開催、おくんちやラ

ンタンフェスティバルの会場にする、道路や川の

ライトアップ、川の絵を描くイベントの開催など

③エリア周辺との繋がり強化…アダプト制度の活

用、案内板の充実、周りの町とイベント開催など

「第 5回 岩原川エリアの未来を考えるワークショップ」を開催しました！

◎第 5 回ワークショップデータ◎

日程：平成 26 年 2 月 10 日（月）

時間：19:00－21:00　　　　　　

会場：長崎市立図書館新興善メモリアルホール

人数：16 名

テーマ：設計案の確認と今後のまちづくりを考えよう！

ワークショップ風景 「安全で快適な公共空間をつくる」の成果品

整備イメージ 「賑わいのある通り」の成果品 「エリア周辺との繋がり強化」の成果品

岩原川周辺環境整備計画（修正案）

●道路のデザイン…今より狭くせず、舗装材を変えることで、人の歩くゾーンと車の通るゾーンを分けます。狭いところは一部張り出しの歩道を設置します。

●河川のデザイン…堰を設置して土砂を溜め、生物が棲むことのできる「多自然川づくり」を推進します。実験を行いながら段階的に整備します。

エントランスゾーン
賑わいの演出 エントランスゾーン

賑わいの演出

汽水域親水ゾーン
水と緑で憩える環境づくり

「見る」親水ゾーン 「触れる」親水ゾーン

駐車場跡地の活用

地域のシンボルとなる植栽シンボルとなる植栽

駅周辺エリアへ

長崎市立図書館方面へ

長崎市役所方面へ

一方通行化

シンボルとなる植栽

憩える空間づくり

人道橋の架け替え

階段の設置

階段の設置

多自然川づくり
多自然川づくり

橋の架け替え
人道橋の設置

パーク大黒

長崎中央郵便局 JT サン・ガーデン

修正設計案！
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